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つながる明るい未来へ
福岡県・北九州市立戸畑中央小学校・六年
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　人はなぜ、犯罪や非行を犯してしまうのでしょうか。悲しいニュースを見る度に、そんな事が頭に浮かびます。
　今回夏休みの宿題で、「社会を明るくする運動」について作文を書く事になりました。どんな事が、社会を明るくする運動につながるのか見当もつきませんでした。

　社会を明るくする運動とは、

「すべての国民が、犯罪や非行の防止と犯罪や非行をした人たちの更生について理解を深め、それぞれの立場で力を合わせ、犯罪や非行のない安全で安心な地域社会を築くための全国的な運動」

との事。私は、どんな理由があろうと、罪を犯してはいけないと思っていたので、自分に何が伝えられるのか悩みました。
　初めて、家族で犯罪や非行について話し合いました。その時に、「保護司」という活動をしている方達がいる事を知りました。犯罪や非行を犯した人でも、社会で自立できるように支援する方達です。私には怖くて出きない事だと思いました。どうして、罪を犯した人の支援をするのか理解できませんでした。保護司の方が、どんな思いで活動されているのか知りたいと思い、取材させて頂きました。

　取材に行く前と行った後では、自分の気持ちに変化がありました。話の中で心に残った言葉は、

「少年達の多くは、元は純粋でいい子なんだよ。」
という言葉でした。実際に少年達と接している保護司さんの言葉には重みがありました。本人だけではどうしようもない理由がある事を教えてくれました。
　私には、何でも相談できる両親がいます。学校に行けば、何でも話せて一緒に過ごせる友達がいてくれます。私の周りには、愛情を注ぎ、寄りそってくれる人が沢山います。支えてくれる人がいると思うだけで、強い気持ちでいられるのです。
　もしかしたら、犯罪や非行を犯してしまった人達の周りには、そういう人がいなかったのかもしれません。罪は決して許される事ではありません。しかし、本人だけが本当に悪い人だったのでしょうか。
　私は、保護司の方から話を聞く事で、自分の知らなかった事を知る事が出来ました。私自身の考え方も変わりました。罪を犯す人が悪い人ではないと思います。周りの環境によって、犯罪や非行につながってしまう事もあるからです。「孤独」という寂しさが、人の心を奪い、犯罪や非行という道へ導いてしまうのではないでしょうか。
　保護司の方達の温かい思いが、一人でも多くの人に届き、立ち直るきっかけになって欲しいと思います。罪を償うと同時に、心のケアが必要です。こういう活動の一つ一つが、社会を明るくする事につながっています。
　更生しようとしている人に対し、私達には何が出来るでしょうか。

　一つは、情報に流されず、偏見を持たない事。今はテレビだけに限らず、ＳＮＳによって様々な情報が入ってきます。うそか本当かも分からないような内容が拡散され、すぐには消えません。それがきっかけとなり、再犯へとつながってしまうかもしれません。私達は、「現在のその人」を見なければいけません。過去よりも現在、現在よりも未来が大切だからです。

　そして何よりも大切な事は、笑顔で温かい気持ちで迎え入れる事です。いざ更生し、社会復帰をする事は、とても勇気のいる事だと思います。立ち直ろうとしている人に対し、一人でも多くの人が理解をしてあげる事で、自信を持って歩んでいく事ができます。互いに歩み寄る事で、また一歩、明るい社会へとつながっていきます。

　今の私に出来る事はなんだろうか。クラスで寂しそうにしている人がいたら、勇気を出して話しかけてみよう。学校が始まったら、自分が知った事を友達に話してみよう。小さな事かもしれないけれど、社会の一員として、「社会を明るくする運動」に携わっていきたいです。
　一人一人の思いやりで、小さな輪も大きな輪となり、みんなが寄りそい、つながっていけるような社会になることを願っています。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催
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